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焼きタラの乾物に可食印刷したもの

菜の花のエキスも入ったマヨネーズ「恋マヨ」

平川市商工会 横浜町商工会つしま印刷（印刷業） 有限会社すぎやま（小売業）

食品印刷の新技術で
新マーケットへ販路拡大

観光客誘致も視野に
土産物店の商品開発をバックアップ

パソコンの普及やプリンターの高性能化・低価格化などを背
景に近年、印刷会社は苦戦を強いられている。平川市にある
つしま印刷（従業員３名）も例外ではなく、売り上げは右肩下
がりに推移していた。

そこで、新たな活路を求め、可食インクを使用した食品カラ
ー印刷分野への進出を目指し、平成23年、食品印刷部門「め
じゃ〜倶楽部」を立ち上げた。その結果、平成25年度には食
品印刷が売り上げ全体の25％を占めるようになった。同社では
独自に研究を重ね、可食フィルムや可食シールを使用せず、食
品への直接印刷技術を確立。画像データがあれば写真でもイ
ラストでも鮮明に再現し印刷でき、平面はもちろん凹凸面や曲
面など、あらゆる面への印刷を可能にしている。おもな食品印
刷取扱品は、リンゴ、せんべい、クッキー、チョコレート、バ
ウムクーヘン、マシュマロ、焼きタラ（乾物）などである。

しかし、せっかくの印刷技術を確立しながら、同社の食品
印刷部門の認知度が低いこともあり、設備の稼働率はまだ高く
はなかった。それでも紙媒体の印刷物の売り上げ拡大が見込
めない状況のなか、食品印刷部門は、同社の今後を担う大き
な柱として成長が期待されていた。

こうした現状を踏まえて、平川市商工会では食品印刷部門の
事業を拡大すべく、小規模事業者持続化補助金の活用を提案。

下北半島の中ほど、陸奥湾に面した横浜町にある、すぎ
やま（従業員５名）は平成元年設立の土産物店。

横浜町は「菜の花の町」と呼ばれるほど菜の花栽培が盛
んであり、同店ではこれまでも地域資源を活用した「菜の
花焼酎なの恋」や「菜の花ラーメン」「菜の花はちみつ」な
どを商品化してきた。

しかし、それらの商品はなかなか売り上げを伸ばすこと
ができず、とくに東日本大震災以降、多くの原子力施設を
有する下北半島への観光客が大幅に減少するにともない、
売り上げの９割以上を観光客に支えられていた同店は、そ
のあおりを受け、さらに深刻な状況となった。

これまでに開発した商品は、青森県よろず支援拠点の支
援のもとで誕生しており、商品としての品質は一定の高レ
ベルにまで達していた。その反面、コスト削減のために商
品パッケージに費用をかけず、また商談会などへの出展や
販促 PR も十分に行われていなかったため、せっかく地元
の特産を活かした新商品も多くの顧客を獲得するまでには
いたっていなかった。

そのようななか、観光客誘致の契機も視野に入れた新商
品開発をしたいと考えていた事業者の相談を受け、横浜町

事業計画と販売戦略についての指導を行うとともに、３つの販
路拡大策を立て、支援に取り組んだ。①ホームページの充実（デ
ザイン・構成の刷新）、②事業PRチラシの作成（新聞折り込み、
営業用）、③足を使った地道な営業（プリント食品サンプル品
の提供）がその内容である。

まずホームページの刷新は商品の魅力を生き生きと伝えるに
は必須であり、ホームページ経由での販売増加を図った。PR
チラシはとくに域内外の新聞折り込みを利用することで食品印
刷の浸透を図ると同時に新規顧客開拓を狙った。

そして３つ目の営業活動は、サンプル品の提供に重点を置い
たもので、親しみやすい、ゆるキャラマスコットなどを印刷し
たサンプルを持参し、とにかく一度試食してもらうことが肝要
と判断した。

こうした取り組みによって、以前と比べてインターネット経由
での販売が少しずつ増加。なかでもギフト商品大手企業より受
注があり、キャラクターをプリントしたマシュマロを定期納入す
るようになったのが注目される。食品印刷は今後、購買意欲を
刺激する商品開発により、さらなる販路拡大が期待される。

商工会と青森県商工会連合会では、支援テーマを「オリジ
ナル新商品開発とプロモーション強化」とし、とくに消費
者への訴求ポイントを明確にしたプロモーションに重点を
置いた「商品づくり」を目標に事業者を支援していった。

資金面については小規模事業者持続化補助金を活用し、
新商品開発にかかる開発費、商品パッケージ、そのほかの
プロモーション諸費用を強化することを提案した。

新商品開発の支援については、青森県よろず支援拠点を
中心に開発プランニング強化を図り、青森県産業技術セン
ターなどの協力する関係機関が全員集まり意見交換を数回
開催し、商品のブラッシュアップの検討を行ったことによ
って完成度の高い新商品が誕生した。

また、商品パッケージも実績のある専門家がデザインし
たことでさらに訴求力の高いものとなった。事業者は「今
回は支援機関の皆様の協力・支援体制で素晴らしい商品が
できました。来年、再来年とさらにステップアップした商
品を開発していきます」と強い意欲を見せていた。

  まず現状分析によって課題を整
理し、３年後、５年後のビジョン
を想定して販売戦略を考えていき
ました。その結果、事業者に経
営計画の重要性を理解していた
だき、意識改革にもつながったと
思います。今後の取り組みとして、
ペット（犬）用のクッキーやビスケ
ットなどへのプリントを視野に入れ
ており、ペット事業者とのマッチン
グ支援などを行っていく方針です。

  今回の持続化補助金活用にと
もなう経営計画策定から事業実
施までにあたり、各支援機関が
連携することで、当初予定してい
た以上の高水準の支援を行うこと
ができました。
　この経験や結果をもとに今後も
さらに支援機関と連携を密にし、
事業者の経営向上のための支援
がより有効的となるよう、努めて
いきたいと思います。

平川市商工会
川村 諭さん

青森県商工会連合会
奥崎 富士雄さん

Ｈ26年５月

Ｈ26年４月

持続化補助金の申請支援

持続化補助金の活用提案

７月～12月 12月HP、販促チラシ作成 デザイン専門家派遣

６月～７月 商品開発についての意見交換

Ｈ27年１月 実績報告作成支援 事業報告書の作成指導Ｈ27年１月

課題
せっかくの印刷技術でも
売り上げが伸びず

課題
東日本大震災の余波で
新商品がふるわず

支援
ホームページの刷新と
サンプル持参営業を提案

支援
外部連携で
商品プランニング強化

支援の経過

支援の経過


